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拘束条件 付 変 分 問題

変 分 内咫 で も
、
さまざまな 拘束条件 が 課せ られる場合 が ある

、

い) 汎肉奴 ( 4
.

1 ) を 考え
、
積分 区間 にわたって 写 弌 制 約

C (N t ) 、
永 (M

.
t ) = O ( t 。 IAEA )

が課せ られている 場合 を 考える
、

→ 1点 t の 事 が 制約 条件 が 無限個 ある と みなす
、

⇒ ラグランジュ 乗奴 も 各 A ごと に 導入 、

関奴 入 ( t ) とする
。

汎関奴 を

子 に) = Ij I ( x ( t ) 、
孔 (M

. t ) d t

I (NN
.

が (N . t ) = L (N t l 、
I (M

,
t ) t 入 ( t) C ( x ( t)

、

か (A
,
t)

と すれば よい
、

Remarks不言 式 制約 の 場合
、
相補性条件 と ラグランジュ 乗奴 の 府 号 に関する

条件 が 加わる
、

o 拘束条件 を 与える 肉奴 C が ベクトル なら ば
、 ラグランジュ 乗奴 も

同じ サイズ の ベクトル と なる
. i

.

e
,

I = L t to

(2) J と は 別 の 汎肉奴 K的 が ある 値 C に なる という 制約
、

K的 fj C (心 )
、

か (M
.
t ) dt こ C

これ は 検分 拘束条件
-.-拘束条件 ( っ のみ

、

汎肉奴は
.

5 [D = FL (NN
.
M

.
t) d t + 入 (颭 Cいい

.
M

.

t) d t - C )
t 。

= ド I ( x ( t) 、 ういか 、
t ) d t Hometo

( り と 同じ 変 関奴 に依存 しない

→ 停留条件 は 雪 弌制約 と 同じ
、



例 4.2
、
ハミルトン の 原理

保存 力 のみ が 加わる 力学 足 を 考える
、

q ( t) ? 一般化 座標 の ベクトル
T (t

、
i 運動 エネルギー

V ( q) : ポテンシャル エネルギー

し ( 8
, E ) に T ( q , E ) - v18) : ラグランジュ肉奴

ある 固定された 2点 q ( to ) .
8 ( A ) を 結ぶ 運郎 は

、

sY L ( q
、

d t = 0

t 。

を みたす こと が ハミルトン の 原理 から 知られている
.

→ 非保存力 を 含まない ラグランジュ の 運動 方程式 が 得 られる
、

制約 条件 が 存在 する てき
.

一般化座標に 票 が拘束条件 CGI = O が 課されたとき
.

s ) が ( L t が C ) d t = O

to

C ( q ) が d を 含まない こと から
、

停留条件は

志信) -芯が一見 二 。

一般化 力

制約 条件 をし 満たす ために生じる)拘束力


